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Touch reading of the blind
Karl Burklen, AFB, 1932.
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Visual reading and tactile reading
Kusajima, AFB, 1974.
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The dependence of finger tip touch-pressure upon the condition of braille reading

e E. Yamashita and H. Matsumoto, Tohoku J. exp. Med., 1977, Vol.123,
pp.221-225, 1977.

° 2 5 5



4x6 mm

1 (lucite,

(Yamashita & Matsumoto)



	点字と触圧の関係
	Bürklen(1932)
	草島(1983), Kusajima(1974)
	Yamashita(1977)
	Touch reading of the blind� Karl Bürklen, AFB, 1932.
	第１章　盲人のための筆記の歴史
	第２章　点字による筆記
	第３章　触読に適した盛り上がり方
	第４章　触読に用いる器官
	第５章　触読過程
	第６章　触読の速度
	第７章　点字の文字の読みやすさに関する研究
	第８章　点字シンボルの特徴
	第９章　触運動を記録する試み
	第10章　研究と結果
	第11章　触読速度を上げるための提案
	第12章　触覚と黙読に関する新しい研究と触読
	第13章　実験結果のまとめ

	第10章　研究と結果
	実験１　１文字ずつ読む際の１本指の触運動
	実験２　単語や文を読む際の１本指の触運動
	実験３　質問に対する回答
	(a)どの指に読む能力があるのか？
	(b)どの指で最もうまく読めるか？
	(c)示指と中指のどちらが読みづらいか？
	(d)一般的にどの指が触読に用いられるのか？

	実験４　１文字を２本指で読む
	実験５　文中の単語を２本指（両方の示指）で読む
	実験６　触読における圧力の記録（inventory）
	実験７　触読中の触能力の変化
	実験８　触読速度

	触読における圧力の記録
	観察によれば，優れた読み手は比較的軽く触り一定の圧をかけながら読む。読みが難しい場合―初心者が読む場合や点の盛り上がりが

	実験方法
	文字，単語，短文の点字を金属板に作成する。
	これを可動式の平らな木片に設置する。木片が動くときのレバーが動き，レバーの他端の空気シリンダ動態記録器（kymograp
	被験者：様々な触読技能を持つ盲学校の生徒15人。
	読みは右手の示指のみ。腕を机の上に置かない。

	触圧測定結果（Bürklen）
	Visual reading and tactile reading�Kusajima, AFB, 1974.
	第1部　点字読みの心理学
	第2部　眼球運動に関する従来の研究
	第3部　人口動眼とコンタクトレンズによる実験的研究
	第4部　視読と触読の比較

	点字読みの心理学
	指の機能的分類
	両手読みにおける指の役割
	両手読みの特徴
	点字行間の掃引運動
	優性な文字と劣性な文字
	触読時の触圧

	触圧記録装置，触圧測定結果（草島）
	触圧測定結果（Kusajima）
	点字熟達者：触圧は軽く，安定。
	無意味綴り
	平易文，外来語含む，通常の読者
	平易文，未熟者
	平易文，平均読者
	平易文，よい読者
	平易文，よい読者
	平易文，とてもよい読者

	従来の研究の問題点
	触圧データが定量性 でないため，他の研究との比較ができない
	細かな触圧の変化を捉えきれていない

	The dependence of finger tip touch-pressure upon the conditi
	E. Yamashita and H. Matsumoto, Tohoku J. exp. Med., 1977, Vo
	被験者は2群（熟達者5人，初心者5人）
	ひずみゲージを使って定量測定

	触圧測定結果(Yamashita & Matsumoto)
	初心者は熟達者より触圧が高い
	図中，塗りつぶし丸は熟達者，白抜き丸は初心者



